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1. はじめに 

錯視とは目の錯覚のことで，芸術作品や娯楽商

品に取り入れられてきた．このように錯視は身の

回りに存在しているが，一般の人々は普段，錯視

を意識することは少ない．これは錯視作品が一方

的に提供される存在だったからである．本研究で

は錯視に対する理解を深めるべく錯視作品が容

易に作成できる手法を検討する．今回は錯視の中

でもトリックアートと呼ばれる作品の制作手法

に注目する．特に「静止画だが動いて見える図形」

に対象を絞り，その錯視効果の仕組みを調査・解

析し，錯視が発生する条件を明らかにする．得ら

れた知見をもとに錯視の知識がなくともトリッ

クアート制作が可能なツールを試作する. 

 

2. 最適化型フレーザー・ウィルコックス錯視の特徴 

本研究では錯視の中でも「最適化型フレーザ

ー・ウィルコックス錯視」に注目する．最適化型

フレーザー・ウィルコックス錯視は視野周辺部で

鮮明な運動錯視が確認されている錯視図形であ

り，簡単な基本図形から構成される．最適化型フ

レーザー・ウィルコックス錯視にはいくつかの種

類があるが，基本は黒色から濃灰色，白色から薄

灰色の方向に錯視が発生する．代表的な作品に

「蛇の回転」(図 1)がある．これは，黒，濃灰色，

白 ， 薄 灰 色 の 輝 度 パ タ ー ン を 円 環 状 に 
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繰り返し並べることにより，回転運動が知覚され

る作品である． 

 

3. 最適化型フレーザー・ウィルコックス錯視の解析 

3.1. 錯視輝度パターン 

最適化型フレーザー・ウィルコックス錯視は図

１のように錯視輝度パターン(図 2)を円環状に並

べる例が多いが，円環状に限らず，錯視輝度パタ

ーンの条件が満たされていれば錯視運動が知覚

される(図 3)．よって最適化型フレーザー・ウィ

ルコックス錯視において図2の錯視輝度パターン

の生成が本質である.そこで本研究においてもこ

の錯視輝度パターンを生成するものとする.これ

に加えて，本研究ではパターンの並び順，パター

ンの数や形状などによって錯視効果が増減する

かを調査・検証する. 

 

 

 

 

 

 

図 1. 蛇の回転 

(c) Akiyoshi Kitaoka 2003 (September 2， 2003) 

図 2. 錯視輝度パターン 矢印の方向に運動錯視が発生 
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3.2. 錯視効果の変化に関する実験 

実験の結果から運動錯視が発生する条件は以

下のように考えられる 

1. 運動錯視が発生する方向が違う錯視輝度パ

ターンを組み合わせなくてはいけない(図 4) 

2. 錯視効果を強めるためには背景(錯視輝度パ

ターン以外の部分)が必要である(図 5) 

3. 錯視輝度パターン一つの大きさが，視野角約

2°前後になると運動錯視効果が高まる 

4. 複雑な形でない限り形状による制約はほと

んどない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.背景(錯視輝度パターン以外の部分)あり 

4. トリックアート制作支援ツール作成と評価 

今回作成したツールで生成した運動錯視図形

を図 6 に提示する．円環状に並べた運動錯視図形

に比べて錯視効果は小さいが，錯視が確認される

画像を生成することができた． 

 

図 6.作成したツールで生成した運動錯視図形 

 

5. おわりに 

本研究では人間の錯視への認識を深め普及す

るため，運動錯視が体験できるトリックアート制

作を支援するツール開発を行った．特に最適化型

フレーザー・ウィルコックス錯視に注目して運動

錯視が発生する条件を調査し，得られた知見をツ

ールの作成に応用した.ユーザが指定した任意の

画像に対して錯視輝度パターンを生成し，運動錯

視を確認することができる画像を自動生成する

ことができた.今回はグレースケール画像のみを

対象にしたが，今後はカラー画像における錯視効

果についても検証し，錯視表現の幅を広げたい．  
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図 3.「青い顔をした人々」 

(c) Akiyoshi Kitaoka 2005 (October 27， 2005) 

 

(a)背景なし 

 

(b)背景あり 

 

(a) １方向のみ 

（錯視効果なし） 

 

 

 

(b)2 方向の組み合わせ 

（錯視効果あり） 

図 4.錯視輝度パターンの組み合わせ 
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